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島村英紀著F地球の腹と胸の内一地震研究の最前線と冒険諄』

末廣 潔

小さな書店にも置いてある一般向けの本である しか

し, 日本の海底地震学の第一人者と自他ともに認める島

村氏が,無味乾燥になりがちな “客観性"に重きを置か

ず,“腹と胸の内"を小気味よい語 り口で述べているの

で,専門家にも興味深い本となっている

研究者には,氏の言に抵抗を感ずる人もいるだろう

「害1の悪い仕事に挑んだ」「少数派」,「すでにあるデータ

を解析だけしているJのではなく「いままでは得 られな

かったデータを得て学問を進める」と “まえがき"に あ

り,“ あとがき"で はボクシングになぞらえて,科学に

おける激 しい競争を奨励 している。これが本を通 じての

基調でもある これが嫌だと読みづ らいかもしれないが ,

多様な価値観が科学を面白くすると思って “島村流"を

味わってみよう

本文は, もっとも力の入っている「開発正史」,つづ

いて世界が しのぎを削る「列国事情」,そ して 「最新成

果」とで海底地震計 (OBS)の物語をなしている

開発にあたっての “哲学"を もつ重要性, トータルロ

スを怖れない不屈の精神,あ らゆるチャンスを OBS完

成へむすびつける,… …一般の人にも十分面白いと思う

し,論文にしにくい貴重な記録にもなっている 第一部

は「海底地震学は,よ うやく花が開いたのだ」と結ばれ

る これから,いかに大輪に育てるかが課題である

つづ く「列国事情」は各国ともあまり “明るくない"

ような トーンに書かれている OBS開 発は国内でも競

争がつづいているが, ほとんど触れられていない これ

らは,氏が国内・国外の競争のまっただ中にいるためか

もしれない .

米国・カナダの状況を明るく書 くことは,で きないこ

とではない 米国には大容量デジタル OBSが存在 し,

長周期定常観 測 OBSも 開発されつつある カナダの

OBSは ,カ ナダ西方沖の海嶺から西岸にプレー トの一

生を捉えるべく,イ メージを鮮明にしつつある

背後から彼らの足音がせまってきているのだ

第二部の「最新成果Jで は,構造と地震活動の両面に

わたって,い くつかの結果が紹介 してある 短期間観測

の制約の中で,地震学第一級の問題に挑戦できるのは

“構造"だろう 長距離爆破によるリソスフェア構造と

海溝横断測線によるプレー ト沈み込み構造は,ま だ今後

を残 しているが, ほかの方法ではわかり得ない情報を提

供する重要な研究である このような研究が可能になっ

た意味は大きい

終わりに地震予知への想いが述べ られている OBS
が決定的な役割りを果たす可能性はあるのだ 地震は,

ほとんど海底下で起きるのだから……

蛇足 :評者は,いわば “身内"な ので,お断りすべき

かと思ったが,内情に詳 しいから頼まれたのだろうと解

釈 し,お引き受けした

く情報センター出版局,1988年 ,B6判 ,262頁 ,1300円〉

[すえひろ きよし  東京大学海洋研究所助教授コ

石橋克彦
わが国の長年の歴史地震研究の成果は,『理科年表』

の地震年代表にコンパクトにまとめられ,広範な人々に

活用されている しかし,観測データの取り扱いには厳

密なはずの地震学者も,相手が歴史地震になると,適切

なフィルタ (史料の弁別)をかけずに収録 したS/N比
の悪いデT夕 (玉石混滑の地震史料集)を , ノイズの除

去作業 (史料批判)を しないで解析 し,ずいぶん誤りを

犯 してきた

この傾向を改め,間違った歴史地震像を正そうと,地

震・ 日本史・活断層・地震工学のベテランが,最近,見

萩原尊畦編著『続古地震―実像と虚像』
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事な学際共同研究を展開している それが,本書を著 し

た「古地震研究会Jの諸氏 (編者のほか,藤田和夫・山

本武夫・松田時彦・大長昭雄)である.

編者は,『理科年表』の表について,一個人の見解が

権威主義的に通用する時代は去ったとして,多 くの人達

の研究成果を十分検討 したうえで,時期をみて大方が納

得するように改訂するのがよいと説いている 本書は,

その考えにたって,前著『古地震』 (東京大学出版会 ,

1982)に つづき,彼 らの研究成果を世に問うものである

したがって,近畿地方を中心として,古代11個 ,中世

18個 ,近世 3個の地震を再検討 した本書の主要部分 (第

Ⅱ部 「各論」)は,か なり専門的である しかし,漢文

の史料や社寺の縁起などを多少辛抱 して読み進むと,例

えば 734年の畿内地震が生駒断層系の活動だったという

第 6章のように,鮮やかな推論を堪能できる 1833年 庄

内沖地震を扱った第 9章では,相田勇氏の津波の数値実

験による波源断層モデルの呈示 もあって,近世後期の大

地震ともなると,定量的にもかなり説得力のある地震像

が描けることに感心させ られる 綿密な考証の結果はっ

きりしなかった地震も少なくはないが,問題点や限界を

明確にしたことが非常に重要であろう 東海地震に関連

してよく引用される熊野灘の地震など, 7個が虚構と結

論されたのも注目される ただし, もう少 し広範囲の読

者に読みやす くする配慮 (記述の刈り込み,ル ビ,見や

すい地図,地名の的確な図示など)があってもよかった

のではなかろうか

個々の議論には,疑間や反論がないわけではない 例

えば,地震史料が六国史中の一文だけというような古代

の地震は,推論が精緻になればなるほど,古代史的興趣

は別として,史料解釈の一意性,最寄りの活断層を起震

断層とする判断の妥当性,結果の地震学的意義などにつ

いて,首をか しげたくなるものもある 六国史には,あ

る程度以上の大地震はもれなく,ま たその被害はまんべ

んなく記録されているものかどうか, もっと説明を聞き

たい気がする

史実を考証 したうえで特定の活断層に比定するという

本書の基本的な方法論は,震源が非常に浅いという大前

提が正 しい限り, もちろんそれ以外のやり方はない た

だし,データが不完全な古い地震の場合,排除的,限定

的な厳密な議論がかえって真実を隠して しまうかもしれ

ないことに,絶えず注意すべきだろう 古地震を研究す

る意義の一つは,観測時間の窓を広げて,短い器械観測

期間中には起こったことのないような地震現象を探るこ

とだから,常 に視野と発想を広 く保っていることが重要

である 鳴門の地変に関する史料の批判が示されないま

ま京阪地域に限定された1596年の地震など,別の可能性

はないのだろうか また,一口に活断層というが,基盤
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を切る近畿地方の活断層と トラフ付加体内の南関東の活

断層を,同列の起震断層として扱ってよいかどうかも間

題だと思われる

しかし,疑問点や反対意見は本書の価値を下げるもの

ではない むしろ,活発な議論が巻き起こることこそ著

者達の望むところであろう.

本書は,簡単な結果 しか掲げ られていない『理科年

表』の地震年代表の解説書ともいえる その表を近代的

観測事実と同様に信 じている地震学者や防災関係者が非

常に多いが,本書を読んで内実を知れば,そ れが実像に

は程遠いことと,実像に至る作業が恐ろしくシンドイも

のであることに驚かされるだろう 『理科年表』の表は

1989年版で独自に大改訂が行われ (本書の議論は1987年

版に対応),本書の指摘がすでにある程度正されている

が,今回示された問題点がそのままになっている部分 も

多い その意味でも,『理科年表』の表をよく使う方々

や日本の地震活動史に関心をもつ方々すべてに, 目を通

して頂きたい本である

なお,第 I部 「概論」に,『理科年表』の表の変遷 ,

地震史料の特質,全国の活断層と歴史地震の分布,近畿

地方の活断層の起源,が解説されているが, どれも興味

深 く,た いへん参考になる また第Ⅲ部 「史料編Jに は

新史料が掲載されている

〈東京大学出版会,1989年 3月 25日 初版,A5判 ,

434頁 ,7600円〉

[い しばし かつひこ  建設省建築研究所国際地震工学部応

用地震学室長]

●新刊紹介

佐藤良輔 編著 [阿部勝征・岡田義光・島崎邦彦・鈴木保典コ

日本の地震断層パラメター・ハンドブック

鹿島出版会,1989年 3月 発行,菊判,390頁 ,15000円

日本周辺に発生した92地震の断層パラメターを,詳細に, し

かもコンパクトにまとめた資料と解説

物理探査学会 編

図解 。物理探査

物理探査学会,1989年 4月発行,B5判 ,230頁 ,非売品

手法編,応用編.理論編にわけ,カ ラーで図解 した物理探査

の人門的解説書 学会40周 年記念出版

大矢雅彦・木下武雄・若松加寿江・鳥羽徳太郎・石井弓夫 著

自然を知る 。防ぐ

古今書院,A5変形判,236頁 ,3400円 .

早稲田大学教育学部の “自然災害"をテーマにした総合講座

の内容がまとめられている




